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施
計
画
を
持
ち
、「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
」
へ
申
請

し
て
い
る
。

③
地
域
で
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も

っ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の
農

業
者
の
八
割
以
上
が
、
環
境
負
荷

を
低
減
す
る
農
業
の
取
り
組
み
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
営
農
活
動
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
内
で
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
作
物
に
応
じ
て
、

図
③
の
支
援
の
内
容
の
と
お
り
、

十
諱
あ
た
り
の
助
成
単
価
を
基
準

に
助
成
金
が
活
動
組
織
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

二
つ
目
の
柱
と
し
て
、
米
の
生

産
調
整
支
援
を
「
米
政
策
改
革
推

進
対
策
」
と
し
て
見
直
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
産
の
米
ま
で
は
、

国
が
都
道
府
県
や
市
町
村
を
通
じ
、

米
の
生
産
目
標
数
量
を
配
分
通
知

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
九
年

産
の
米
か
ら
は
図
⑤
の
と
お
り
、

米
の
需
要
量
に
関
す
る
情
報
を
国

か
ら
都
道
府
県
や
市
町
村
か
ら
提

供
を
受
け
、
農
業
者
・
農
業
者
団

体
が
中
心
と
な
っ
て
需
給
調
整
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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■
米
の
生
産
調
整
を
行
っ
て
い
る

農
家
へ
の
支
援

米
の
生
産
目
標
数
量
の
調
整
を

行
っ
て
い
る
農
家
に
は
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
十
八
年
度
に
行
っ
て

き
た
、
水
田
を
利
用
し
て
安
心
安

全
の
農
作
物
づ
く
り
と
、
地
域
の

特
産
物
を
推
進
す
る
「
産
地
づ
く

り
交
付
金
」
で
引
き
続
き
支
援
さ

れ
ま
す
。

南
丹
市
で
は
旧
町
ご
と
の
協
議

会
を
統
合
し
「
南
丹
市
地
域
水
田

農
業
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
て
、

地
域
の
特
性
や
特
産
品
な
ど
を
考

慮
し
、
支
援
の
対
象
と
な
る
品
目
と

支
援
の
内
容
を
決
め
る
予
定
で
す
。

産
地
づ
く
り
交
付
金
は
、
交
付

金
の
使
い
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
項
目
（
米
価
下
落
対
策
、
転
作

作
物
の
振
興
対
策
、
担
い
手
の
育

成
・
支
援
対
策
な
ど
）
に
ど
う
使

う
か
は
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ

り
設
定
で
き
る
の
で
、
南
丹
市
で

は
、
生
産
者
や
農
業
者
団
体
な
ど

と
相
談
し
、
麦
・
豆
類
の
ほ
か
に
、

み
ず
菜
、
壬
生
菜
な
ど
の
地
域
の

特
産
で
あ
る
京
の
伝
統
野
菜
や
、

地
産
池
消
の
野
菜
づ
く
り
、
担
い

手
に
対
す
る
支
援
を
対
象
に
す
る

こ
と
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
の
柱
と
し
て
、
農
業
の

（図⑤）

【
米
政
策
改
革
推
進
対
策
】

【
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
】

担
い
手
に
対
し
て
支
援
を
行
う

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
が

始
ま
り
ま
す
。

地
域
の
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化

で
農
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

能
力
と
意
欲
の
あ
る
担
い
手
の
経

営
の
安
定
を
図
る
施
策
で
す
。

自
国
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
米

と
、
国
内
で
の
自
給
率
が
低
く
、

安
い
コ
ス
ト
で
諸
外
国
か
ら
輸
入

さ
れ
る
麦
（
ビ
ー
ル
麦
を
除

く
）
・
白
大
豆
に
つ
い
て
、
各
品

目
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
支
援
施

策
が
、
生
産
条
件
の
格
差
を
是
正

し
農
家
の
収
入
の
変
動
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
品
目

を
全
て
合
算
し
た
政
策
に
な
り
ま

す
。
こ
の
支
援
を
受
け
る
に
は
認※

３

定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
が
必
須
条

件
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一※

４

定
要

件
を
そ
な
え
た
集
落
営
農
組
織
で

も
同
様
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
南
丹
市
で
は
す
で
に

昨
年
秋
の
麦
の
作
付
け
か
ら
、
対

象
と
な
る
生
産
農
業
者
に
申
請
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
作
付
け
が
行
わ
れ
る

米
・
白
大
豆
に
つ
い
て
は
、
四
月

か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
対
策
の
加
入
と
特
例
要
件

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に


